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審査結果の所見 

応募者の酸塩基複合ナノ触媒を用いる高選択的有機合成反応のこれま

での研究は、国際的にも高い評価を受けている。酸と塩基それぞれ別の

分子を複合させ、ナノ触媒を形成させる手法は多様性に富み、高エナン

チオ選択的反応をはじめとする有機合成化学の新手法として大きな展開

が期待できる。複合触媒が生成物に比べて大きくなるという指摘があっ

たが、応募者のこれまでの研究成果に裏付けられた当該研究分野をリー

ドする研究提案であり、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると

判断した。 

 

 


